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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

 
第

１
８

０
４

回
 

 
 

 

順
峯

順
峯

順
峯

順
峯

奥
駈

奥
駈

奥
駈

奥
駈

修
行

復
興

修
行

復
興

修
行

復
興

修
行

復
興

４
０

４
０

４
０

４
０

周
年

記
念

入
峯

周
年

記
念

入
峯

周
年

記
念

入
峯

周
年

記
念

入
峯

のの のの
 

吉
開

賢
淳

師
一

行
支

援
吉

開
賢

淳
師

一
行

支
援

吉
開

賢
淳

師
一

行
支

援
吉

開
賢

淳
師

一
行

支
援
 

 

◇◇ ◇◇
実
施
日

実
施
日

実
施
日

実
施
日

；
平

成
２

７
年

４
月

２
９

日
( 水

) ～
３

０
日

( 木
)  

 

◇◇ ◇◇
修
験
者

修
験
者

修
験
者

修
験
者
；； ；；
吉

開
賢

淳
( 三

井
寺

所
属
・
柳

川
市

千
乗

院
院

主
) 、

椎
木

 
尭

( 当
会

員
) 、

今
野

 
孝

( 羽
黒

山
行

者
) 、

浅
村

朋
伸

( 仏
師

) 

◇◇ ◇◇
参

加
者

参
加

者
参

加
者

参
加

者
；

川
島

 
功

、
沖

﨑
吉

信
、

大
江

加
予

子
、

大
江

徳
子

、
畑

林

秀
味

、
畑

林
清

子
、
青

木
宏

充
、
梶

野
照

雄
( 日

帰
り

) 計
８

名
。

 

 

 
 

 
 

 
 

戦
後

、
天

台
寺

門
宗

官
長

・
福

家
俊

明
猊

下
が

、
順

峯
奥

駈
修

業
を

復
興

さ
れ

て
か

ら
４

０
周

年
に

あ
た

り
、

猊
下

か
ら

大
峯

奥
駈

行
復

興
記

念

の
入

峰
を

託
さ

れ
た

吉
開

賢
淳

師
が

、
２

５
周

年
・

３
０

周
年

・
３

５

周
年

と
入

峰
さ

れ
、

４
０

周
年

記
念

の
入

峰
は

喜
寿

に
な

ら
れ

る
で

満

行
す

る
た

め
、
単

独
入

峰
で

な
く

４
人

同
行

の
計

画
書

( ４
月

２
５

日
・

速
玉

大
社

か
ら

５
月

３
日
・
山

上
ヶ

岳
・
大

峯
山

寺
戸

開
式

参
加

) を
拝

受
し

、
玉

岡
さ

ん
同

様
に

支
援

す
る

こ
と

に
し

た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

４４ ４４
月月 月月
２
５

２
５

２
５

２
５
日日 日日

( 土土 土土
)     

天
候

天
候

天
候

天
候
；； ；；
快
晴

快
晴

快
晴

快
晴

 

 
新

宮
駅

１
３

時
過

ぎ
到

着
の

椎
木

氏
を

川
島

・
沖

﨑
が

迎
え

に
行

く
と

、

先
着

の
今

野
氏

も
居

ら
れ

、
沖

﨑
宅

で
行

者
衣

装
に

着
替

え
、

玉
岡

さ
ん

宅

を
表

敬
訪

問
さ

れ
た

。
 

新
宮

駅
１

５
時

着
の

吉
開

師
・

浅
村

氏
を

迎
え

に
行

く
と

、
浅

村
氏

は
椎

木
氏

と
同

列
車

で
着

き
、

時
間

も
あ

り
神

倉
山

へ
行

っ
て

来
た

と
の

事
で

あ

っ
た

が
、
４

人
で

神
倉

山
に

登
拝

。
下

山
後

徒
歩

で
速

玉
大

社
へ

。
川

島
は

、

車
で

移
動

、
沖

﨑
氏

か
ら

連
絡

を
受

け
山

上
さ

ん
が

、
速

玉
大

社
鳥

居
で

吉

開
師

一
行

を
出

迎
え

て
下

さ
っ

た
。
速

玉
大

社
で

満
行

の
御

祓
い

に
同

席
し

、

車
で

阿
須

賀
神

社
へ

移
動

し
参

拝
。

西
宮

司
は

、
プ

ロ
の

篠
笛

奏
者

だ
そ

う

で
「

阿
須

賀
」

と
い

う
自

作
の

奉
納

曲
を

聞
い

て
の

参
拝

と
な

っ
た

。
篠

笛

の
音

が
阿

須
賀

神
社

境
内

と
蓬

莱
山

に
響

き
渡

り
感

動
す

る
。

 

宿
舎

の
サ

ン
シ

ャ
イ

ン
ホ

テ
ル

に
１

７
時

過
ぎ

に
送

る
。

 

 
１

８
時

過
ぎ

か
ら

ホ
テ

ル
近

く
の

居
酒

屋
で

玉
岡

、
山

上
・

沖
﨑

・
川

島

が
同

席
し

、
満

行
の

激
励

会
を

行
い

２
０

時
過

ぎ
に
解
散

し
た

。
 

 
 

神
倉

山
登

拝
 

 
 

 
 

 
 

速
玉

大
社

参
拝

 
 

 
 

 
満

行
激

励
会
 

４４ ４４
月月 月月
２
８

２
８

２
８

２
８
日日 日日

( 火火 火火
)     

天
候

；
快
晴

 
 

山
上

さ
ん

は
、

大
森

山
山
頂

で
吉

開
師

一
行

を
出

迎
え

て
に

行
か

れ
た

。
 

４４ ４４
月月 月月
２
９

２
９

２
９

２
９
日日 日日

( 水水 水水
)     

天
候

；
小
雨
午

後
曇

り
 

天
気

予
報

で
は

、
２

９
日

；
晴

、
３

０
日

；
曇

。
と

の
こ

と
か

ら
、
管
理

棟
屋
根
・
ペ

ン
キ
塗

替
え

作
業

を
す

る
た

め
、
梶

野
氏

に
参

加
要
請

を
す

る
。

 

夜
半

に
は
雷
雨

が
あ

っ
た

が
、

新
宮

７
時

出
発

時
に

は
小
雨

に
な

り
登

山

口
で

は
霧
雨

に
な

る
も
ペ

ン
キ
塗

替
え

作
業

は
無
理

だ
。

 

食
料
品
等

の
荷

上
準
備

し
て

い
る

と
梶

野
氏

が
合
流

。
堺

市
は
曇

り
で
伯

母
峰
ト

ン
ネ

ル
を
抜

け
る

と
小
雨

が
降

り
出

し
た

と
の

こ
と

。
前
線

の
影

響

は
紀
伊
半

島
南
部
程

受
け

て
い

る
様

だ
。
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女
性
陣

に
賄

い
方

を
頼
み

、
沖

﨑
・
畑

林
・
川

島
は

水
汲
み

へ
。
そ

の
間

、

梶
野

氏
は
食

台
１
卓

に
自
製

の
ア

ル
ミ
脚

を
荷

上
げ

し
て

下
さ

り
、
又

、
２

６
日

に
円
形
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
灯

を
設
置

し
た

が
、
少

し
暗

い
と

の
事

で
増
球

の
細

工
を

さ
れ

た
。

 

１
１

時
半
前

か
ら
早

め
の
昼
食

と
す

る
。
次

第
に

明
る

く
な

り
曇

り
空

に

な
っ

て
来

る
。

 

年
末

に
満
杯

だ
っ

た
薪
棚

は
、
良

く
宿
泊

さ
れ

る
誰

か
さ

ん
に
炊

か
れ

て
、

残
り
僅

か
で

あ
り

、
昼
食

後
薪

作
り

と
佐
田
ノ
辻
付

近
に
放
置

の
杉
丸
太

の

皮
剥

ぎ
を

す
る

。
 

そ
の

間
女
性

の
賄

い
方

は
、

吉
開

師
か

ら
翌

日
の
弁

当
は

、
お

に
ぎ

り
に

し
て
欲

し
い

と
の
要
望

が
あ

り
、
小

さ
目

の
お

に
ぎ

り
弁

当
作

り
と
夕
食

の

準
備

を
し

て
下

さ
る

。
 

青
木

氏
は

、
前
鬼

・
太
古
ノ
辻

に
「
池
郷

林
道

は
歩

行
も
通

行
不
可

」
の

看
板

を
設
置

し
て

、
１

５
時
半

過
ぎ

に
行
仙

宿
登

っ
て

来
ら

れ
る

。
 

１
５

時
５

０
分

、
雨

の
影

響
も
少

な
か

っ
た

様
で

、
吉

開
氏

一
行

が
元
気

な
姿

で
到

着
。

 

 
 

 

杉
丸

太
の

皮
剥

ぎ
作

業
 

 
 

 
 

 
吉

開
師

一
行

元
気

に
到

着
！
 

休
憩

時
、
雨

も
上

が
り

行
者
堂
前

に
奉

納
ノ
ボ
リ
旗

を
立

て
な

け
れ
ば
思

っ
て

い
た

が
、
勤

行
後

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
玉

岡
さ

ん
の

様
な
配
慮

が
足

り
な

く
反
省

す
る

。
 

荷
上
げ

し
た

水
は
十
分

あ
り

、
吉

開
師

に
水
汲
み

を
控

え
た

ら
と
勧

め
た

が
「

行
だ

と
！

」
水
汲
み

に
降

り
ら

れ
る

。
 

水
汲
み

後
、
管
理
棟

で
着

替
え

ら
れ

、
１

７
時
よ

り
四
足
抜

き
の
お

で
ん

+
刺
身

+
イ
タ
ド
リ

の
油
炒

め
等

の
料
理

、
修

行
中

で
あ

り
飲

酒
を
控

え
ら

れ

た
の

で
乾
杯

と
は

な
ら
ず

「
無

事
万

行
！

」
の
掛

け
声

で
夕
食
懇
談

が
始
ま

る
。

同
宿

者
( １

２
名

) に
吉

開
師

一
行

は
、

新
宮

か
ら

歩
い

て
大

峯
山

寺
戸

開
式

参
加

に
合
せ

て
の

順
峰

奥
駈

行
中

を
紹
介

す
る

。
そ

の
後

、
同

宿
者

も

食
卓

を
囲

ん
で
懇
談

と
な

る
。

梶
野

氏
１

８
時
頃

に
下

山
し
堺

市
へ

帰
宅

。
 

３
時
起
床

、
４

時
出
発

の
た

め
、
朝
食
準
備

を
す

る
と

同
宿

者
や

吉
開

師

一
行

に
も
迷
惑

と
思
わ

れ
、

吉
開

師
一

行
に

は
行
仙

宿
、

山
彦

ぐ
る

ー

ぷ
は
管
理
棟

の
宿
泊

と
し

て
１

９
時
前

に
就
寝

し
て
頂

く
。

 

我
々

は
、
管
理
棟

で
２

１
時
前
ま

で
酒
宴
談
笑

す
る

。
 

 
 

 

夕
食
準
備
中

 
 

 
 

吉
開

師
の
ご
挨
拶

 
 
朝
食

後
記

念
撮
影
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４４ ４４
月月 月月
３
０

３
０

３
０

３
０
日日 日日

( 木木 木木
)     

天
候

天
候

天
候

天
候
；； ；；
快
晴

快
晴

快
晴

快
晴

 

起
床

２
時

３
０
分

、
朝
食
準
備

。
吉

開
師

一
行

を
３

時
に
起

し
、
管
理
棟

で
着

替
え

し
て
頂

き
朝
食

。
 

お
に

ぎ
り
弁

当
+
セ
ミ
ノ

ー
ル
各

２
個

を
持

た
す

。
 

行
者
堂

で
勤

行
を
済
ま
せ

４
時

５
分

、
前
鬼

・
小
仲
坊

に
向

け
て
ヘ
ッ
ド

ラ
ン

プ
を
点
灯

し
て

出
立

。
「

満
行

さ
れ
ま

す
よ

う
に
！

」
と
見

送
る

。
 

５
時
半
ま

で
一
寝

入
り

す
る

。
 

当
初

、
沖

﨑
・

川
島

で
接
待

す
る

予
定

で
あ

っ
た

が
、

大
江

・
畑

林
さ

ん

参
加

に
よ

り
行

き
届

い
た
食

事
等

の
接
待

支
援

が
出

来
感
謝

し
た

い
。

 

昼
か

ら
所
用

が
あ

る
と

の
事

で
大

江
・

畑
林

さ
ん
達

が
８

時
過

ぎ
に

下
山

。
 

ペ
キ
塗

替
え

に
絶
好

の
日
和

に
な

っ
た

が
、

梶
野

氏
下

山
し
次

に
必
ず
電

話
連

絡
す

る
様

に
下

山
の
為

、
や
む

な
く
次

回
に
延
期

と
し

、
屋
根

に
転
落

防
止

の
安
全
帯
用

の
メ

ー
ン

ロ
ー

プ
を
張

る
。

 

３
人

で
杉
丸
太

の
皮
剥

ぎ
を
続

行
し

、
全

て
皮
剥

ぎ
( １

０
本

) を
終

え
る

と
共

に
少

し
薪

作
り

を
す

る
。

 

寝
不
足

も
あ

り
早

め
の
昼
食

を
済
ま
せ

１
２

時
前

に
下

山
し

た
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
( 川

島
 

記
) 


